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一 般  質  問  通  告  者  一  覧 
   平成３０年１２月 

順序 氏   名 通   告   内   容 

１ 牛 山 智 明 

１．橋梁について 

（１）今後の橋梁架け替え・改修について 

①点検内容と状況 

  ②今までの点検資料の管理について 

  ③今後の予定、架け替え、改修、時期 

  ④費用について 

  ⑤県の点検技術者養成講座について 

  ⑥上川等大きな橋梁点検について 

  ⑦橋梁の耐震は 

 

２．防災・減災について 

（１）避難準備、勧告、指示の判断基準 

（２）広域、一次避難所のＡＥＤについて 

  ①広域避難所に設置されていないのはなぜか 

  ②一次避難所に設置されていないのはなぜか 

  ③ＡＥＤ定期講習の実施は 

（３）ハザードマップの見直し 

（４）武井田川、鴨池川の水門について 

（５）防災グッズの紹介について 

（６）防災無線について 

  ①防災ラジオの状況 

  ②２回３回放送について 

 

３．老人会について（サロンとの関係） 

（１）サロンを立ち上げた背景、支援内容 

（２）サロンの活動状況 

（３）サロンの今後 

 

２ 小 林 佐 敏 

１．問題事案の行政の対応について 

（１）「ＫＹＢ」による免震・制振装置の検査データ改ざん問

題の把握状況は 

（２）入札情報の漏洩問題は 
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（３）会計検査院の指摘は（湖周クリーンセンター） 

（４）災害対策費用保険制度活用の提案は 

   

２．諏訪地域戦略会議の諏訪市の対応について 

（１）地域戦略会議の目的や意義の捉え方は 

（２）諏訪市の発言、返答、広報は 

 

３．市政報告会の成果と市政提言の内容について 

（１）市政懇談会への気持ちと市民の反応、成果は 

（２）市政提言状況及び内容は 

 

４．シティプロモーション基本戦略の早期策定にかかわる事

案について 

（１）「駅前交流テラスすわっチャオ」への地域おこし協力隊

の募集状況は 

（２）諏訪湖創生ビジョンにおける、諏訪市にかかわる事案

の進捗状況と市の対応は 

（３）諏訪湖からのサイクリングロードの発展は 

 

３ 近 藤 一 美 

１．乾杯条例活用による地域振興策について 

（１）市の取り組みについて、地酒の消費拡大に向けて 

（２）市の取り組みについて、具体的地域振興策は 

（３）発酵食品は健康長寿、発酵食品産業育成について 

（４）酒の飲めない人向けスイーツ・甘酒産業の育成 

（５）ＰＲについて  

  ①宣伝大使公式アンバサダー１００名等の活用を図る 

 

２．産業育成のための３０年度予算執行状況について 

（１）設備投資に係る新たな固定資産税の特例について 

（２）工場等立地促進助成金の活用状況は 

  ①空き店舗活用補助金は（２５０万円計上） 

  ②先端分野導入支援事業補助金は（４００万円計上） 

 

３．蓼科保養学園について 

（１）理念・目的、歴史について 

（２）現在の実態について 
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（３）今後の課題について 

  ①定員割れの回復策は 

  ②家庭に戻ったときに保養学園での良い習慣がなくな

ってしまう対策について 

（４）ＰＲの強化の必要性について 

 

４．区長宛の老人クラブアンケート結果について 

（１）アンケートの目的、結果について 

（２）結果を受けて市としての取り組みについて 

（３）老人クラブ連合会について 

（４）ＰＲの強化について 

 

４ 廻 本 多都子 

１．国民健康保険制度について 

（１）国民健康保険制度の財政基盤 

（２）国保の成り立ちから 

（３）軽減（保険料） 

（４）市の国保制度に対する考え方 

 

２．市の防災計画、予防、応急対策、復旧について 

（１）災害を最少にするための予防について 

（２）災害発生時の対応 

 

３．学童保育の現状 

（１）入所児童数基準 

（２）指導員 

 

５ 伊 藤 浩 平 

１．県教育委員会の夏休みを延長する方針について 

（１）市内小中学校での方針について 

 

２．防災士の育成について 

（１）防災士講習費用等の助成について 

（２）消防団員経験者の活用について 

（３）防災士の活用について 

 

３．ふるさと納税について 

（１）現状について 
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（２）制度についての考え 

（３）体験型の返礼品について 

 

４．地域通貨（ポイントカード）について 

（１）会議所が行っている実証実験の状況について 

（２）市として今後どうかかわっていくのか 

（３）６市町村全体での取り組みについて 

 

６ 水 野 政 利 

１．市民を自然災害から守る対策について 

（１）国連の地球温暖化に関する報告書の内容と対応は 

（２）市の防災・減災対策の現状と課題は 

（３）住民が作る地区防災計画と防災活動の現状と課題 

①地区防災計画策定のポイントは 

（４）自然災害による非常時の電力確保や下水道等の 

インフラの対応の現状と課題は 

①市民へエネルギー安全保障の重要性を深めるには 

（５）災害時の避難所の整備と運営対応の現状と課題は 

①災害ボランティアリーダー育成の現状と課題は 

②人とペットの災害対策ガイドライン対応と課題は 

 

２．「感情労働」への支援について 

（１）感情労働支援の必要性の要因と今後の対処は 

（２）市のメンタルヘルスの現状と課題は 

  ①メンタルヘルスの外部相談機関の活用は 

  ②小中学校の教職員等への組織的支援の対応は 

（３）感情労働者へ影響する肯定面と否定面の対応策の 

   ポイントは 

  ①ストレスによるメンタルヘルス問題など否定面に対

する対処のあり方は 

  ②感情労働やメンタルヘルスへの組織的支援で効果の

あった先進事例は 

 

３．観光・地域産業と連携した「道の駅」構想について 

（１）「道の駅」の基本機能と当市の設置導入の構想と課題は

  ①観光と地域産業と連携した「道の駅」の地方創生の拠

点化を目指し、全国、近隣の先進事例から学び、当市
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に「道の駅」設置を要望する  

 

７ 吉 澤 美樹郎 

１．災害への備えについて 

（１）情報の発信、周知について 

（２）食料、資機材等の備蓄について 

（３）防災意識の醸成について 

（４）雪害等への備えについて 

 

２．誰にも優しいまちづくりへの取り組みについて 

（１）公共交通等の拡充に対する今後の取り組み、展望に 

ついて 

（２）人が集えるまちづくり、ハード面の整備について 

 

８ 奥 野   清 

１．都市計画道路事業化について 

（１）都計道路事業化 

（２）国庫補助金 

（３）計画路線優先度 

 

２．神戸・田辺線について 

（１）断ち切れ要因 

（２）事業着手条件 

（３）橋梁単体架け替え 

（４）市道改廃 

（５）計上予算 

 

３．上川通勤バイパスについて 

（１）堤防上下の車道見解 

（２）ルーツ 

（３）将来所見 

（４）県指導の本意 

（５）上川堤防の強度 

 

４．公営住宅等長寿命化計画について 

（１）長寿命化計画 

（２）空き家の要因 

（３）空き家への取り組み 
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（４）今後の対応・必要数 

 

５．水戸代団地建替事業について 

（１）進捗状況・費用・完成予定 

（２）入居状況・条件等 

（３）管理状態 

 

９ 増 澤 義 治 

１．温泉地「上諏訪」の今後のアピールについて 

（１）精進湯が解体されているが今後の予定は 

（２）平温泉を市営の温泉施設にしては 

（３）温泉に対する今後の市としての姿勢は 

 

２．ドッグランの設置について 

（１）石彫公園への設置について 

（２）旧東バル建屋の外周への設置について 

（３）その他の有効空き地を使用する考えは 

 

３．防災への対応について 

（１）防災に対しての新たな部署の設置は。近隣の市町村

のように自衛隊出身者を配置しては 

（２）ゲリラ豪雨に対する考え方は 

 

４．高島城のお堀について 

（１）テレビ等で見られる、「お堀の水を全部抜いて」の

ような清掃の仕方についての考えは 

 

５．小中学校施設の修繕状況について 

（１）非構造部材耐震改修について 

  ①西中、南中体育館の改修後の計画は 

（２）市内小中学校の修繕について 

  ①校舎の屋根修繕の方向性は 

  ②各学校へのエアコンの設置は 

  ③今後の修繕計画は 

  ④課題点は 

 

６．かりんちゃんバスの東口乗り入れについて 
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（１）東口に新たな商業施設ができるが、かりんちゃんバ

スの東口への乗り入れは 

 

１０ 山 田 一 治 

１．諏訪市で開催される各種大会会場となる施設の環境整

備と整備計画について 

（１）２０１９年９月に開催される軟式野球「天皇賜杯」

競技に先立ち、諏訪市としての受け入れ体制と球場

の整備計画について 

 

（２）２０２７年国民体育大会について、諏訪市の受け入

れ体制と各施設の整備計画について 

  ①球場の整備 

  ②ヨットハーバーの整備（諏訪湖のしゅんせつ） 

 

１１ 宮 下 和 昭 

１．姉妹都市・友好都市との交流事業   

（１）各都市との交流のいきさつと現状   

（２）姉妹都市・友好都市を拡大する考えは 

（３）事業内容の見直し検討は    

    

２．再生可能エネルギーの設置状況 

（１）太陽光発電の導入状況 

（２）市としての大規模施設における調査  

（３）パネルの処分方法 

（４）県は、再生可能エネルギー１００％を言っているが 

 

３．マイナンバーカードの利用状況と今後の見通し 

（１）カード事務の現状 

（２）今後の利活用の見通し 

 

４．霧ヶ峰の景観・自然保護状況 

（１）廃屋解体費用は寄附を募るのか 

（２）霧ヶ峰における国天然記念物の保護状況 

（３）山焼きの実施検討 

 

５．フラッグポールの活用状況 
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